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今だから求められる農泊の魅力とネットワーク構築の意義

~重点支援DMO秋田犬ツーリズムの事例より~

公益社団法人 日本観光振興協会 大須賀 信
2022年9月30日



今だから求められる農泊の魅力

・コロナ禍で三密を避ける、少人数での旅のスタイルが強まる

農泊は、都市部を離れ、家族や少人数グループでの宿泊が多く

まさにアフターコロナの理想的なスタイル

・持続可能な社会を創る、ＳＤＧｓの概念の世界的普及

農泊は、環境負荷も少なく、人口の少ない地域でも持続的な経営が

可能な宿泊形態

・魅力的な「田舎」を体験することが日本に来る外国人の目的に

訪日外国人、特に欧米諸国や発展著しいアジアの国からの観光客に
は「日本の田舎が美しい」という人が多い。特にリピーターこそ、すでに観
光地化されたところではない場所を指向する。
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自信をもって農泊を経営して
世界に自慢できる日本の「農泊」を

「ＮＯＵＨＡＫＵ」
にしていきましょう！

英国などの「Ｂ＆Ｂ」に匹敵するコン
テンツに！



4

愛知県での農泊。何が魅力か。どうやって魅力をＰＲするか。誰に来てほしいか。

予想される皆様の心の声は・・・

①「愛知県に農業ってイメージないからな・・・」
②「長野や岐阜みたいな大自然はないし不利・・・」
③「やっぱり外国人や東京・大阪から来てほしいよ」

本当にそうでしょうか？

①愛知県は農業産出額全国8位（Ｈ30年）の「農業県」です！自信をもってＰＲしましょう。私の故郷の千葉も
同じ（全国4位）ようなイメージです。

②長野や岐阜にない「海」があります。ＪＦ様との協力なども視野に、農業＋漁業も考えていける可能性があり
ます。交通の便がいいからこそ「気軽に来られる農泊」をめざせるかもしれません。

③インバウンドも大切です。東京・大阪などの遠方からのお客様の方が単価が高いかもしれません。でも、近
場にも掘り起こせるマーケットはあります。
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名古屋など近距離のお客様の誘客を考えたことはありますか？真剣に取り組んだことはありますか？

やまとごごろ インバウンドコラム2020．7.17より
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秋田県北秋田郡上小阿仁村 農泊「百笑」

・人口2000人、秋田県でも最小の自治体で村の唯一の宿泊施設。高齢
化率6割。全国でも最高の高齢化率の秋田県の25自治体でも最高。
・2020年1月からの準備期間を経て2020年末に開業。
・2021年末にはディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード個人部門で東
北農政局管内で選定。

・まずは秋田県北部にいる「地域おこし協力隊」にモニターで泊まってもら
うなど地ならし、試運転。
・秋田県の県庁所在地秋田市からの週末の子供連れ家族などを狙う。
（車で約1時間の距離）
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地域おこし協力隊・ＡＫＩＴＡ ＩＮＡＫＡ ＳＣＨＯＯＬ（日本語学校）
武蔵野大学など観光客に限らない「巻き込み」をしている。
移住定住促進の「お試し農村生活」にも活用。
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・2027年開業予定のリニア。品川～名古屋はたった40分に短縮されます。
東京からもぐっと身近になる愛知。
愛知県内の遠いところからと大して変わらなくなるかもしれません。

・「日本のどまんなかで農泊を」（例）

愛知県の日本の中央に位置すること自体を農泊のキャッチフレーズにして愛知県の農泊のアイデンティティにするなど
工夫できます。中部国際空港との連動も大切です。

・今後も感染症の流行は繰り返されるかもしれません。

Ａ 愛知県内や近隣県からのマイクロツーリズム
Ｂ 東京・大阪からの国内富裕層
Ｃ 海外からのインバウンド
Ｄ 教育旅行

など、ターゲット層はある程度複数持つことで、例えば感染が拡大しても農泊の三密を避けられる利点を謳いながら、
「Ｂ・ＣがだめでもＡで稼ぐ」「Ａと県内からのＤで稼ぐ」など柔軟な対応をして乗り切っていく。

「ＡＬＬ ＡＩＣＨＩ」でまとまれば、絶対に可能です！
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農泊がない！

ネットワーク構築（ＷＥＢ・ＳＮＳで）

「農泊」や「ファームステイ」のカテゴリーをぜひ作っていただくと良いと思います。
観光客はみなさんが思った以上に公式サイトをチェックしています！
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愛知県でも県単位でグリーンツーリズムのＨＰなどがあると
より良いですね。
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秋田県仙北市にある農泊「星雪館」

日々の暮らし、決して特別でないものをアップしてい
るだけ。

でも、とても行きたくなる、泊まりたくなるお宿です。

皆さんでもすぐできます！
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個々の農泊のＳＮＳアカウントを作成、発信を開始

→県内７つの協議会・ＤＭＯ・観光協会等のＳＮＳでシェア

→県の公式アカウントＳＮＳでシェア

ほとんどお金をかけずに認知度は格段にアップします！

観光課、農林課などの垣根を越えて協力が必要です！
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各地の協議会等でまとまってＳＮＳ講習を開くのをおすすめします。

さらに、県内の7つの団体で定期的に集まる機会を作り
「ＡＬＬ ＡＩＣＨＩ」の機運を醸成していくことをお勧めします。

例えば「愛知の農泊はＳＮＳでがっちりつながり外へ向かって発信
する」というコンセンサスを「愛知県」または「ＡＩＣＨＩ」として推し進め
ていくのも一つの方法です。



14

ネットワーク構築（リアルで）

ＳＴＥＰ１

まずは協議会、エリアごとで、域内でお互いの農泊を体験してみる！

「○○さんのところのこの体験、うちでもできそう・・・」などの気づきが必ずあります！

ＳＴＥＰ２

愛知県内でお互いのエリアの農泊を相互に訪問・体験してみる！

「△△では八丁味噌を使った料理を前面に出していたな。うちではシラスをメインに組んでみようか」
「▲▲ではみかん狩りを体験させていた。キャベツの収穫体験をとりいれてみよう」

ＳＴＥＰ３

他の県の農泊を訪れてみる！

「■■県の農泊はみんなまとまりがあるな」
「こういう補助金を使っているのか」
「インバウンド対策が進んでいる・・・」
「思ったより国内客や教育体験受け入れが多いな」



県域ネットワーク

農政部署 観光部署

DMO
観光協会

農泊協議会
情報共有
共通ｺﾝﾃﾝﾂ
共通ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
課題共有・解決

定期的な
双方向交流

DMOを通じた一体的な
プロモーション
例：インバウンド

教育旅行
法人企業 等

農泊協議会独自の
プロモーション
例：個人・小グループ
リピーター（個/団）
関係人口 等

＜農山漁村への持続的な交流人口の拡大＞
宿泊者の増加

農林水産物の消費拡大
所得向上
地域活性化

地域おこし協力隊 地域おこし協力隊

「地域おこし協力隊」は総務省管轄。農林水産省でも観光庁でもない。しかも基礎自治体（市町村）に着任なので県が直
接関与せず忘れられがち！そして活動のベクトルはＤＭＯと同じ！活用しない手はありません！



ーご清聴ありがとうございましたー
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